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地域防犯活動へ貢献
～吾平町地域安全パトロール隊～

　２月27日、吾平町地域安全パトロール隊が、吾平地域の通学路や公
園等の防犯パトロールを行いました。
　吾平町地域安全パトロール隊は、吾平地域の子どもたちや住民に安全
で安心な生活をしてもらおうと、平成17年に青色防犯パトロール隊を
結成。月２回、昼夜を問わず通学路などの防犯パトロールを行っていま
す。当日は、夕方６時に集合し、会長の号令で出発。市民が安心して暮
らせる町にするため、各地域にパトロールに向かいました。また、同隊
は、地域の安全安心な町づくりのための地道な防犯パトロールなどの地
域安全活動が評価され、平成20年５月に鹿屋警察署長と鹿屋垂水防犯
協会長の連名による感謝状が授与されたほか、11月には市内初となる
鹿児島県警察本部長表彰を受賞しました。おめでとうございます。

　２月22日、串良公民館別館大
ホールで「平成20年度串良地域
生涯学習講座・同好会発表会」が
開催されました。発表会では、生
涯学習講座生や同好会などが、舞
踊や民謡など、これまで学んでき
た成果を披露すると約200人の観
客から大きな拍手が送られました。
また、２月22日から３月１日ま
で、陶器や絵画、パッチワークな
どの展示発表も行なわれました。

串良地域生涯学習講座
・同好会発表会を開催

　２月１日から８日まで、リナシ
ティかのやギャラリーで「第27
回鹿屋市美術展」が開催されまし
た。同展には、県内各地から217
点が応募。審査の結果、最高賞を
受賞した町田弘造さんの洋画「造
船所」のほか、特別賞・奨励賞・
入選などに選ばれた洋画や彫刻・
工芸など６部門179点が会場に展
示され、期間中は延べ2,196人の
来場客でにぎわいました。

市美術展に
約2,000人が来場

ゲンジボタルの幼虫を
放流

　２月27日、串良町有里のホタ
ルの里で、地域住民や保育園児な
ど約40人が参加してゲンジボタ
ルの幼虫の放流が行われました。
　放流した170匹の幼虫は、昨年
ここで捕獲し、ふ化させたものを
「ホタルと水と緑を守る会」の協
力で養育したもの。園児たちは、
初夏に多くのホタルが飛ぶことを
楽しみにしながら、大事そうに放
流していました。

「県下一周駅伝」必死にタスキをつなぐ

　２月14日から18日までの５日間、県内の53区間、総距離590.8㎞
を舞台に「第56回県下一周市郡対抗駅伝競走大会」が開催され、12
チームが熱い戦いを繰り広げました。
　大隅半島を走る大会４日目は、ゴールとなるリナシティかのや前ま
での10区間109.7㎞でタスキがつながれ、地元肝属チームは、沿道に
並んだ大勢の市民の声援を受けながら、日間４位でゴールし、地元入
りの意地を見せました。
　５日間総合では、姶良チームが８連覇。肝属チームは総合７位とな
り、残念ながら前回大会の４位を越えることができませんでしたが、
肝属地区の代表として、全力で駆け抜けました。

　３月１日、市文化会館で「宮原
真紀ソプラノ・リサイタル」が開
催されました。鹿屋女子高等学校
音楽科の教諭で、市少年少女合唱
団の指導者でもある宮原さんの心
に響くソプラノ独唱。そして、全
国的にも珍しい、フラメンコ・薩
摩琵琶・打楽器との共演による美
しく幻想的なステージが、来場し
た約700人の観客をアートの世界
へと誘いました。

ソプラノの澄みきった
歌声に魅了

第51回串良町内一周駅伝大会が開催

　２月８日、串良町で「第51回串良町内一周駅伝
大会」が開催されました。
　これは、社会体育の普及や推進、健康増進などを
図るとともに市民の親睦を深めることを目的に、毎
年行われているもので、全11区間24.7kmのコース
に10チームが参加。ランナーは、沿道の声援を背
に、タスキをつなぎながら「ふるさと串良路」を走
り抜けました。各部の結果は次のとおり。
小学生の部＝細山田サッカースポーツ少年団
中高生の部＝上小原中学校野球部
一 般 の 部＝ひ組（東部消防署）

生涯学習の成果を発表

　２月11日、市文化会館で「平成20年度鹿屋市生
涯学習大会」が開催されました。
　当日は、社会教育功労者などの表彰や20団体に
よる舞台発表が行われたほか、服飾評論家の市田ひ
ろみさんによる講演会が行われました。舞台発表で
は、市民の皆さんが一年間の学習の成果を十分に発
揮し、会場に訪れた約1,000人を魅了しました。ま
た、中央公民館では、社交ダンス体験教室などの実
演コーナーが行われたほか、２月11日～15日まで
陶芸や生け花などの展示発表も行われ、多くの人で
にぎわいました。

大会４日目、リナシティかのや前で地元の声援を受ける肝属チーム
大会５日目、高須中継所でタスキをつなぐ
肝属チーム

沿道で声援をおくる子どもたち
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